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壁にぶつかってもメンバー
が見せてくれた「諦めない
姿勢」

Q�final Seasonを終えて、全
体の総括や感想をお願いし
ます

　プロジェクト3年目の今回も、参加
したメンバーがDX推進に向け主体的
に取り組み、目覚ましい成果をあげて
くれました。例えば、AIを使った市
民対応シミュレーションについては実
用化に向け引き続き検討してもらい、
有効に活用できれば我々の仕事もかな
り変化してくるのではないかと思って
います。　
　また、今回特徴的だったのが、課題
に直面しても諦めない姿勢で挑戦し続
けたことです。ベビ吉の電子申込の試
行中断やキャッシュレス自動販売機の
導入の庁内調整など、諦めてしまいそ
うな場面でも試行錯誤しながら粘り強
く挑戦し続けたことはメンバーにとっ
て大きな経験になったと思います。
　一方で、公用スマホ試行で提言の
あったネットワークモデルの移行など、
コスト面や運用ルールについて全庁的
に検討しなければいけない課題に対し
ては、引き続きCIOと部課長のリー
ダーシップで取り組みます。

　また、今年度神奈川県庁主催のCIO
会議で「行政事務の省力化・効率化」
というテーマで、これまでのプロジェ
クトでの活動を紹介しました。当市へ
登壇の依頼をしたのはプロジェクトの
報告書を見つけたことがきっかけだっ
たと聞きました。今回、地域DXチー
ムがcommonを使って情報発信を試行
しましたが、庁外へ取組みを発信して
外部の反応が得られると、自分たちが
やっていることに自信が持てると感じ
ました。

　最後に、多忙な業務の中でプロジェ
クトに参加する時間を捻出し、業務改
善に取り組んでくれた姿勢に感謝しま
す。３期を通じて参加した約60名が各
部署に散らばり、その経験を活かして
活躍してくれることを期待しています。
さらなるＤＸ推進のために何が必要か
を考え、次なるステージに進みたいと
思っています。今後も市民福祉の向上
と働きやすい職場環境の中で職員一人
ひとりがやりがいを高く持って業務に
従事できるようＤＸの取組みを推進し
ていかなければなりません。ここで立
ち止まるわけにはいかない！

　今回は最終回となるCIO 直轄 DX 推進プロジェクトについて、final Seasonの取組みと３期に渡って実施した
本プロジェクトの総括について伺った。

小美濃市長コメント
普段の業務を抱えながら、CIO 直轄
DX推進プロジェクトに挑戦されたみな
さんに心から敬意を表します。本プロ
ジェクトは最終回を迎え、武蔵野市の
DX は確かな成果を積み上げてきまし
た。報告会では「不易流行」の話をしま
したが、今後も日々進化するデジタル技
術を手段として、課題に対して果敢に
チャレンジし、柔軟な発想でどんどん新
しい提案をしてほしいと思います。
これまでのプロジェクトでの取り組みを礎に、メンバーの皆さんに
はさらなる活躍を期待しています。

武蔵野市 CIO 直轄 DX 推進プロジェクト 伊藤 英穂 CIO インタビュー

神奈川CIO会議に登壇しました
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武蔵野市CIO直轄DX推進プロジェクト

調整を重ね、形に残る４つの
サービスが誕生

Q�今年度（令和７年度）の取組みの
成果についてどうお考えですか。

　いくつかありますが、まず「形として残
るサービス」が４つも生まれたことが大き
な成果です。「ベビ吉の申込電子化」「市民
対応シミュレーション」「イラストデータの
共有」「キャッシュレス決済付自販機導入」
が直轄プロジェクトで生まれ、本格利用に
入るのは素晴らしいことです（詳細は各チー
ムの報告参照下さい）。また、伊藤CIOもおっ
しゃっていますが、これらのサービスは、
課題に直面した際、そこで終わらず打開策
をみつけ、調整を重ね、運用にこぎつけた
点も特徴です。「ベビ吉」は試行を開始し
つつも、課題がみつかり12月にいったん運
用を停止しました。その時点でも直轄の取
組みとしては十分かとは思いましたが、解
決策をみつけて本格運用に入る展開こそが、
スモールスタートで改善を重ねていくＤＸ
を体現したものといえます。「キャッシュレ
ス決済付き自販機導入」も様々な調整が難
航しましたが、伊藤CIO含めた諦めない動
きで、設置が実現しました。DX推進は「長
期的には賛成、短期的には困難」「総論賛成、
各論反対」となりがちですが、２つの動き
は「このサービスは必要、実現できる、“今”
やろう」という意思決定と、様々な調整を
乗り越える推進力が欠かせないことを証明
いただいたと思います。

インターネット側に基軸を置いた
ネットワークの必要性を提言

Q�ほかにも、今年度の取組みに
ついて特徴がありますか

　「なぜ公用スマホを活用できないのか」
という現状の制約を逆手に取った提案があ
りました。当初の段階で「インターネット
環境から分離された現在のネットワークで
は、公用スマホの活用に限界あり」とチー
ムには指摘しましたが、まずは試行し、課
題を検証し、新たなネットワークモデルの
必要性についての提案に結実しました。現
状の制約を「限界」として諦める発想から
は生まれない提案であり、市長はじめ、報
告会でも多くの反響がありました。CIO補
佐官就任当初から申し上げてきたことです
が、市役所（基礎自治体）には、守るべき
住民情報がありますが、インターネット環
境から分離されたネットワーク構成は、日

本では基礎自治体だけ、世界でも稀に見る
構成と言ってよいと思います。国としても、
高度なセキュリティ対策を実装することを
前提に、業務効率の向上や将来的な拡張性
を実現するために、主要業務システムや端
末をインターネット接続系に移行するβ́
モデルを提唱しており、既に移行をはじめ
た自治体も多数あります。費用の課題もあ
りますが、ネットワーク環境についての検
討にチームの提言から大きな投げかけをい
ただき、移行実現への動きに期待します。

市役所業務を一歩踏み出す
トライアルとＡＩ活用

Q�ほかにも、今年度の取組みに
ついて特徴がありますか

　Commonという武蔵野市でも利用可能
となっている地域限定SNSを活用し、こ
れまでの市役所業務を一歩踏み出したトラ
イアルとして、市民と同じフィールドでの
情報発信への取組がありました。AIを使っ
たチェックも行いつつ、決裁ルートも簡便
化するなど、今後の市役所からの情報発信
に活かしていきたい提案をいただきました。
　なお、話題となっている生成AIについ
ては、commonへの投稿チェックに活用さ
れたほか、チーム１「市民対応シミュレー
ション」では既存のマニュアルを読み込ま
せ、AIによるシミュレーションを実現し
ました。「生成AIの活用が今年度の成果で
す」、とあえて言う必要はないほどに、業
務の中で使いこなす状況が生まれています。

　以上、どのチームの活動も、これまでの

活動の積み重ねの上に花開いた取り組み
だったと感じます！

プロジェクトは自走のフェーズに。 
次なるスタートを。
　最後に、３期にわたるプロジェクトメン
バーの皆さんとともに、プロジェクトを支え
て下さった情報政策課の皆さんに改めてお
礼をお伝えしたく思います。１年目、２年目、
３年目と進化、深化し、プロジェクトは自
走の段階に入ってきました。CIOメッセー
ジにもあるように、３期60名超の経験者＋
かかわって下さった情報政策課メンバーは、
各部署に散らばって活躍していただきつつ、
今後も時には力を結集して、あるいは新た
なメンバーを緩やかに迎えつつ、今後の武
蔵野市のDXを進めていければと考えます。
　“ここで立ち止まるわけにはいかない”。
新たなるスタートを！

共創のトライアル 
亜細亜大学チームの参画による「武蔵野市の友好都市交流プロジェクト」
DX推進の共創のトライアルとして亜細亜大学都市創造学
部高橋ゼミの学生が、「武蔵野市の友好都市交流プロジェ
クト」に取組み、直轄PJでも報告しました。市役所（多文
化交流・共生課、資産活用課、産業振興課）、武蔵境活
性化委員会、（株）栄伸建設にご協力いただき、学生の独
自視点での取材番組の制作、関係者による対談（トーク）
番組の制作、イベント出店（さかいマルシェ、QuOLa祭り）
での物産販売と番組放映を行いました。取材はzoom、
番組編集にはAIを駆使し、道具としてデジタルを活用した取り組みで、武蔵野市との連携協
定事業の一環としても位置付け、行政・地域団体・企業・大学の連携、共創を実現しました。
ぜひ学生制作の番組もご覧ください。

大学の広報ページ：https://www.asia-u.ac.jp/news/nid00002169.html
番組はこちらから　https://www.youtube.com/@TakahashiLabTV

武蔵野市 CIO 直轄 DX 推進プロジェクト 伊藤 英穂 CIO インタビュー 武蔵野市 CIO 直轄 DX 推進プロジェクト 髙橋　明子 CIO 補佐官インタビュー

　３年にわたるCIO 直轄 DX 推進プロジェクトについて、特に今年度の
取組みにフォーカスしながら、成果と展望について伺った。

図　�QuOLaのデジタルビジョンで
番組放映

写真：�
プロジェクトの様子
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オンライン申請ツールと
生成AIを活用して、市民
と職員の窓口対応に関す
る課題解決に挑戦

Qチームの取組み目標と概要
を教えて下さい。

　窓口改革チームは、吉祥寺駅周辺の
ベビーカー貸出サービス「ベビ吉」の
申込電子化と、生成AI「zevo」を活
用した市民対応シミュレーションの開
発に取り組みました。ベビ吉では利便
性向上や事務負担軽減、個人情報保護
を目的に電子化を進め、申込の簡素化
と在庫情報の公開を、システム導入費
用をかけずにコスト０円で実現しまし
た。また、市民対応シミュレーション
では、初任者が実践的に市民対応力を
習得できるよう支援し、指導する職員
の負担軽減にも貢献。双方の取組みを
通じて、住民サービスの質向上と職員
の働きやすさを両立させることを目指
して活動しました。

取組み①
主管課の事業課題をPJ
メンバーが解決に向けて
サポート

Q�なぜ「ベビ吉」の申込電子化
に取り組もうと思ったので
すか？

　これまで申込みが紙で行われていた
ため、利用者は貸出場所まで足を運ば
なければ貸出状況が分からず不便でし
た。申込書の管理についても、印刷・
在庫管理・利用実績の把握といった事
務負担が大きい上、個人情報を含む書
類の保管・運搬時に紛失リスクもある
という課題がありました（図表1-1）。

子ども子育て支援課のメンバーからこ
のような課題を聞いたのをきっかけに
“このプロジェクトで課題解決のサ
ポートができるのでは？” と考え、利
用者の利便性向上と事務効率化を図る
ため、申込書の電子化及び在庫管理の
システム化を目指して取組みを開始し
ました。

Q�電子化を進めるうえでどの
ような課題がありましたか？

　Logoフォームを使って電子化を試
行実施した結果、いくつかの新たな課
題が浮かび上がりました。まず、申込
時に新たにメールアドレスを入力する
ようなったことで、申込みにかかる時
間が今までより増加しました。また、
運用上イレギュラーな対応が増えたこ
とで、委託事業者の業務が複雑化し、
効率が低下する懸念がありました。さ
らに、Logoフォームの仕様上、委託
事業者に付与できる権限に制限があり、
在庫数の柔軟な変更ができない状況と
なりました。例えば使用できないベ
ビーカーが発生した場合など、画面上
では在庫はあるのに実際に借りられる
ベビーカーがないという状況が発生す
る可能性がありました。これらの課題
の改善が必要との判断に至りました

（図表1-2）。

一時は試行実施の中断も、
諦めずツールの活用方法
を再検討。コスト０円で新
しい運用フローを考案

Q�試行実施で明らかになった
課題をどのように解決しま
したか？

　試行段階での課題は、申込みと在庫
管理をLoGoフォームで一元化してい
たために発生していました。リニュー
アル後は申込みと在庫管理を分離し、
Googleスプレッドシートを活用する
方法を採用しました。これにより、申
込フォームからメールアドレスの入力
項目を削除し、紙での申込み時と変わ
らず短時間での申込みを可能にしまし
た。在庫管理については貸出場所のス
タッフが簡単に操作できる在庫増減ボ
タンを設け、リアルタイムでの柔軟な
対応ができるようになりました（図表
1-3、図表1-4）。ベビーカーの故障
や急な増減にも素早く対応可能です。

武蔵野市 CIO 直轄 
DX 推進プロジェクト

チーム１「窓口改革チーム」
企画調整課　鈴木 康子 ／ 市民税課　中林 知也 ／ 市民課　藤巻 潤也
中央市政センター　駒田 聖耀 ／ 子ども子育て支援課　原田 寧々

市民と職員、双方に寄り添う窓口DXを推進
　チーム１は「ベビ吉」の申込書の電子化と「zevo（文書生成 AI）を利用した市民対応シミュレーショ
ン」について取り組んだ

図表1-1　ベビ吉の課題

図表1-2 試行事業を通じて明らかに
なった課題

図表1-3 貸出場所ごとの「柔軟な在
庫管理」
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武蔵野市CIO直轄DX推進プロジェクト

現在はサービス実用化に向けてタブ
レットの再設定やスタッフ教育を進め
ており、3月中のサービス開始を予定
しています（図表1-4）。

取組み②
答えをもらうだけじゃない、
考えて鍛えるAIを使った
窓口対応トレーニング

Q�生成AIを使った市民対応シ
ミュレーションを開発しよ
うとしたきっかけは？

　市の窓口業務などで、特に初任者が
市民対応を実践的に学ぶ場面において、
マニュアルはあるものの実際の対応方
法やコミュニケーションの「現場感」
が掴みにくく、経験を積みにくいとい
う課題がありました。また、先輩職員
が忙しく、十分に指導時間が取れない
ことも指摘されていました。そこで、
生成AIにマニュアルを読み込ませる
ことで、AIが市民役となって初任者

（ユーザー）に質問を投げかけ、それ
に回答することで実務に近い形式の市
民対応をシミュレーションできる仕組
みづくりに取り組みました。シミュ
レーションの活用により、初任者自身
が隙間時間に繰り返し練習し、自己評
価と改善ポイントの把握ができるよう
になります。

Q�具体的なシミュレーション
の使い方は？（職員利用
ツールのため職員限定）

　職員ポータルにある「Zevo（文章
生成AI）」から画面を開きます。用意
された複数のテンプレートのなかから

「市民対応シミュレーション」を選び、
職員のレベル（初級～上級）や市民タ
イプ（優しい、厳しい等）、学びたい
内容を入力してシナリオを設定します。
AIは関連マニュアルを読み込んだ上

で、市民役になって初任者職員に質問
を投げかけ、ユーザーはそれに対して
回答します。AIは回答の正確性や対
応の分かりやすさを評価し、点数や改
善点、模範解答も表示します。これに
より、ユーザーは自己の課題を明確に
認識し、実践的な学びを深めることが
できます（図表1-5、図表1-6、図
表1-7）

Q�シミュレーションの評価・
反響はどうでしたか？  

　窓口経験のある職員11名が実際に使
用しアンケートを実施したところ、約

9割が「とても良い」または「良い」
と回答し、特に回答内容の納得感や可
視化された評価点数を高く評価しまし
た。一方で、システムの操作性に関し
ては満足していたのは約6割であり、
利用時の使いやすさを改善する必要が
あることが判明しました。また、回答
が丁寧すぎてリアリティに欠ける点や、
わざと誤答してもAIが見抜かない点
などの課題も指摘されました。これら
を踏まえ、リリースに向けてプロンプ
トの改善と実態により近い対話の精度
向上を目指しています。  

武蔵野市 CIO 直轄 
DX 推進プロジェクト

チーム１「窓口改革チーム」
企画調整課　鈴木 康子 ／ 市民税課　中林 知也 ／ 市民課　藤巻 潤也
中央市政センター　駒田 聖耀 ／ 子ども子育て支援課　原田 寧々

図表1-7 市民対応シミュレーションの操作画面

図表1-5 市民対応シミュレーションの操作画面

図表1-6 市民対応シミュレーションの操作画面

図表1-4 導入効果
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Qテーマ選択の理由を教えて
ください。

　「働き方改革」を考える際に、職員証に
よる会議室の開錠、フリーアドレスなど、
様 な々テーマが候補にあがったものの、「柔
軟な働き方を実現できるもの」「業務効率
化をより期待できるもの」「庁内で需要が
多いと思われるもの」を理由に、公用スマ
ホの導入について検討を行いました。

庁内アンケートの実施

Qどのようにプロジェクトを
進めたか教えてください。

　まず、公用スマホの導入について、職
員がどのように考えているか、公用スマ
ホで活用したい機能や導入への課題につ
いて庁内アンケートで答えてもらいました。
　回答者数は372名で、導入への賛成派
は77％、反対派は６％でした。活用したい
機能としては、公用スマホを導入するだ
けで解決できる「写真・動画撮影」「ネッ
ト検索」の需要が高いほか、現在は
LGWAN端末でのみ利用可能な、スケ
ジュールやメール機能を持つ「職員ポータ
ル」や、「ファイルサーバー」を利用した
いという回答も多数見られました。そして、
導入への課題としては、「紛失・盗難によ
る情報漏洩」や「勤務時間外の連絡対応」
等の回答が多数見られました。（図表2-1）

図表2-1　庁内アンケート結果

試行実験の実施

Q庁内アンケート後の活動に
ついて教えてください。

　庁内アンケートで、利用したい機能
や課題の傾向を把握したうえで、実際
に公用スマホを利用する試行実験を実
施しました。
　試行実験は、令和７年12月４日から
24日の期間で、協力事業者様より、試
用スマホ10台を無償で貸与いただき、
教育支援課職員８名と、テレワークを
行う職員11名に貸し出しました。貸与
先選定の理由として、教育支援課では、
フリーアドレス制を導入し、固定電話
宛の内線を担当者に取次ぐ手間が発生
している課題があること、テレワーク
については、現状、私物のスマホで電
話対応を行わなくてはならない課題が
あったためです。試行実験という位置
づけから、電話とWeb閲覧機能のみ
利用可能でしたが、教育支援課職員に
ついては、各公用スマホの電話番号と
職員をそれぞれ紐づけ、直接該当の職
員宛に電話がかけられるよう設定し、
庁内に周知を行いました。
　試行実験後に行ったアンケートでは、
固定電話と比較して「便利だった31％」、

「不便だった16％」、「どちらでもない

53％」という結果が得られました。ポ
ジティブな意見として「自席にいなくて
も電話を取ることができた」「テレワー
ク中でも業者と連絡がしやすかった」
などが挙がった一方、ネガティブな意
見として「勤務時間外も落ち着かない」
等の回答があり、また、搭載されてい
てほしかった機能として「職員ポータル
の閲覧」（メールやスケジュール機能等）
が最も多く挙げられていました。この結
果から、便利に感じる部分もあった半
面、利用したい機能が使えないことや、
勤務時間外に自宅で公用スマホを保有
している不安感があること、またテレ
ワーク実施時に電話対応自体がなかっ
た等の総合的な要因が重なり「どちら
でもない53％」という結果につながった
のではないかと考えます。（図表2-2）

（図表2-2）　試行実験アンケート結果

結果分析と武蔵野市の現状

Q�庁内アンケート、試行実験
の結果についてどのように
分析しますか？

　チーム２は、「公用スマートフォン（以下、公用スマホ）の導入」というテーマで検討を行った。

なぜ今、公用スマホが導入できないのか？

武蔵野市 CIO 直轄 
DX 推進プロジェクト

チーム２「働き方改革チーム①」
人事課　佐々木 美海 ／ 生涯学習スポーツ課　山田 凌祐 ／ まちづくり推進課　宗田 洵輝 
資産税課　鈴木 開翔 ／ 水道部工務課　濵田 翔吾 ／ 秘書広報課　山本 桜子
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武蔵野市CIO直轄DX推進プロジェクト

　庁内アンケートと試行実験の結果を
踏まえると、運用面と機能面それぞれ
の課題が見えてきました。運用面では、
勤務時間外の連絡対応への不安や、紛
失・盗難による情報漏洩を懸念する意
見が多数見られました。また、機能面
としては、単純に公用スマホを導入し
ても、職員ポータルやファイルサー
バー機能を利用できないという課題が
あります。
　運用面については、ガイドラインや
ルールを作成し徹底することや、端末
を集中管理するソフトを導入することで
対策が可能と考えました。一方で、現
状ＬＧＷＡＮ端末でしかアクセスでき
ない機能の利用について、どうすれば
実現できるか考えました。（図表2-3）

（図表2-3）　結果分析

Q�機能面での課題に対し、ど
うすれば解消できると考え
ますか？

　武蔵野市は、現在αモデルと呼ばれ
るネットワークモデル（以下、NWモ
デル）を採用しており、インターネッ
ト環境から分離されたLGWAN環境
内で、職員ポータルやファイルサー
バーを利用しています。そのため、イ
ンターネット環境を利用する公用スマ
ホからは、職員ポータル等が利用でき
なくなっていますが、NWモデルを
β́モデルに移行し、インターネット
環境に職員ポータルやファイルサー
バー機能を持たせることで、公用スマ
ホからでもこれらにアクセスが可能と
なります。（図表2-4）
　ただし、NWモデルをβ́モデルに
移行する場合、ウイルスやマルウェア
感染のリスクに耐えうる強固なセキュ
リティ対策や、移行にかかるノウハ
ウ・人材不足の解消、多額の移行・運
用コストがかかるといった、大きな課
題を乗り越える必要があります。

今後の展望

Q�今後の展望について教えて
ください。

　活動を通して、公用スマホの導入に
前向きな意見が多数見られた一方、実
際の試行実験では、あまり便利に感じ
られなかったという意見が多数を占め
ていました。「なぜ今、公用スマホが
導入できないのか？」それは、現状の
まま公用スマホを導入したところで、
単に機器を導入するだけにとどまり、
より柔軟かつ便利な働き方ができない
から、という結論を導き出しました。
　NWモデルには、近年近隣の自治体

で採用が増えているάモデルも存在し、
こちらのモデルでは、β́モデルに比べ
ると、利用可能なクラウドサービスが
限定されますが、構成や運用次第で、
ＬＧＷＡＮ端末と公用スマホの両方か
ら、職員ポータルやファイルサーバー
機能を利用することが可能となり、ま
た移行にかかるコストも抑えられると
いうメリットがあります。
　NWモデルの移行は、公用スマホの
利活用の可能性を大きく左右する重要な
選択となります。今後の職員の多様な働
き方を見据え、モデル移行について検討
していけたらと考えます。（図表2-5）

武蔵野市 CIO 直轄 
DX 推進プロジェクト

チーム２「働き方改革チーム①」
人事課　佐々木 美海 ／ 生涯学習スポーツ課　山田 凌祐 ／ まちづくり推進課　宗田 洵輝 
資産税課　鈴木 開翔 ／ 水道部工務課　濵田 翔吾 ／ 秘書広報課　山本 桜子

（図表2-4）　NWモデル概略図

（図表2-5）α ́モデル概略図
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取組み①
イラストをもっと気軽に
使いたい！

Q�なぜ「イラストデータの共
有」に取り組もうと考えた
のですか？

　資料作成時にインターネット上から
イラストなどのフリー素材を探してダ
ウンローする際、インターネット環境
から庁内LGWAN環境にデータを取
り込むために「無害化」と呼ばれる処
理を行う必要があります。処理にかか
る時間は、１作業当たり3分弱かかり
ました。日々様々な業務に携わってい
る職員にとっては手間がかかり負担感
があります。また庁内で活用できるイ
ラストデータがあっても担当外や他課
に共有されず、広く活用できていない
状態でした。そのため、説明資料やポ
スター等にイラストが十分に活用され
ず、絵がなく、文字の多い、分かりに
くいものとなっている事例もあったよ
うです。
　このような状況から、職員が簡易に
フリー素材を使用でき、また、庁内で
活用できるイラストを職員が分かるよ
う、LGWAN環境にまとめて保存し、
データを共有することで、作業の効率
化と資料の質の向上を目指しました。

Q�共有に向けてどのような取
り組みを行いましたか？

　まず、職員の意向（どのようなイラ
ストや写真を活用したいか）を把握す
るため、プロジェクトメンバーを対象
にアンケートを実施しました（図表
3-1）。その結果をもとに、今回の運
用について許諾を受けた約900点のイ
ラストや写真を収集し、LGWAN環境
上に新規設置した共有フォルダに保存
しました。これによりダウンロード時
の作業が不要となり、職員の負担軽減
と、イラスト利用が容易になりました。

図表3-1 アンケート結果

　また、各課で作成・保管している庁
内素材についても、需要が高い素材を
中心に保存しました。
　素材は、必要なイラストや写真を効
率的に探せるよう、分野ごとに整理し、
共有しています（図表3-2）。

図表3-2 総務課共有の文書キャラク
ター素材

Q�保存されたデータの使用に
あたって注意点はあります
か？

　今回の運用についてはフリー素材配
布元のご厚意によって一定の約束のも
と実現しています。使用にあたっては
配布元の利用規約、注意事項等を必ず
確認してから利用することとしました。

　チーム３では働き方改革をテーマとし、資料作成時等に使用するフリー素材画像のダウンロードに係る
作業時間の削減とキャッシュレス決済機能や蓋のある飲料を取り扱う自動販売機の設置に取り組んだ。

イラストデータの共有（ダウンロード作業時間の削減）

とキャッシュレス決済機能付自動販売機
の設置による働き方改革

武蔵野市 CIO 直轄 
DX 推進プロジェクト

チーム３「働き方改革チーム②」
総務部総務課　山田 みのり ／ 下水道課　中村 光登 ／ 生活福祉課　渡邉 成 
道路管理課　宗川 翔太 ／ 教育企画課　小川 沙羅
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武蔵野市CIO直轄DX推進プロジェクト

取組み②
時間外でもキャッシュレス
で蓋付きの飲み物が買い
たい！

Q�なぜキャッシュレス対応の
自動販売機を導入しようと
考えたのですか？

　本庁舎には以前から自動販売機が設
置されていましたが、決済手段は現金
しかなく、近年増えているキャッシュ
レス決済には対応していません。また、
開庁時間外や休日には飲み物を購入で
きる場所が限られており、平日は8階
売店が開いている時間は蓋付きの飲料
を買うことが出来ましたが、閉店後や
休日は1階か8階の自動販売機まで買
いに行く必要がありました。さらに既
存の自動販売機では蓋付きの飲料は販
売されておらず、職員が誤ってパソコ
ン等電気機器にこぼす危険性があるな
ど課題がありました。こうした職員の
利便性向上や市民の利用環境改善を図
るため、開庁時間外でもキャッシュレ
ス決済で蓋付き飲料を購入できないか
検討することとしました。

Q�導入した自動販売機の特徴
や利点は何ですか？

　導入した自動販売機はほぼすべての
主要なキャッシュレス決済に対応して
おり、電子マネーやQRコード決済な
ど多様な支払い方法が選択可能です。
飲料はすべて環境配慮型のアルミ缶容
器（蓋が閉まるものも含む）のものに
なっています。また稼働にあたっての
年間消費電力量に相当する「再エネ指
定の非化石化証明書」によって、CO2
排出量の実質ゼロにする取り組みを
行っている自動販売機を選定すること
で、環境負荷の軽減にも配慮しました。
さらに災害時には無償で飲料を取り出
すこともできる災害救援機能を備えて
いるため、災害時のときにも役立ちま
す。（図表3-3）
　今回導入にあたっては武蔵野市民社
会福祉協議会の御協力もいただき、売
上げの一部は地域福祉に役立てられる
予定です。（図表3-4）

図表3-3 自動販売機について、災害
時には無償で飲料を取り出すことがで
きます。

図表3-4 売り上げの一部は武蔵野市
民社会福祉協議会に寄付されます。

Q�導入にあたって苦労した点
はありましたか？

　想像していたより大変でした。当初
は既存の自動販売機の置き換えも検討
しましたが、環境配慮や販売店の売上
げ確保等の理由により実現が難しく、
新たに別の場所に設置することとなり
ました。また、機種選定においては、
キャッシュレス決済対応機種の選択肢
が限られており、環境負荷の少ない紙
コップや紙パック飲料を取り扱う既存
の自動販売機にはキャッシュレス決済
機能が搭載されている機種がないこと
もわかりました。最終的にアルミ缶飲
料専用の機種を導入することで環境配
慮の面でも妥協せず、機能面でも満足
いくものを設置できました。課や職場
をまたいでたくさんの方の御協力が
あったからこそ実現できたことだと思
います。

Q自動販売機は誰でも使えま
すか？

　もちろんです。本庁舎西棟出入り口
横に設置しているため、開庁時間外や
休日でも市民・職員どなたでも自由に
使用でき、飲料の購入がしやすくなり
ました。キャッシュレス決済に対応し
ているため、現金を持ち歩かない方も
気軽に利用できます。さらに、災害時
には災害救援機能によって無料で飲料
を受け取ることも可能です（図表
3-5）。

図表3-5 キャッシュレス自動販売機。
市役所本庁舎西棟出入り口横に設置さ
れています。

Q�今回の活動を振り返って
DX推進について考えたこ
とはありますか？

　自動販売機の設置にあたり、たくさ
んの方と協議・検討を重ねました。一
時は思うように検討が進まず、実現で
きないかもしれないと諦めそうになっ
たこともありましたが、何とか方法は
ないかと諦めずに関係者の方と調整を
重ね、8月頃から本格的に検討を始め
た自動販売機の設置を1月末にようや
く実現することができました。DX推
進というとキラキラしたかっこいい活
動をイメージしがちですが、本質はこ
ういった細々とした調整・検討の繰り
返しだと思います。今回の活動で得た
経験は今後の業務でもきっと役立つと
思います。

武蔵野市 CIO 直轄 
DX 推進プロジェクト

チーム３「働き方改革チーム②」
総務部総務課　山田 みのり ／ 下水道課　中村 光登 ／ 生活福祉課　渡邉 成 
道路管理課　宗川 翔太 ／ 教育企画課　小川 沙羅
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Q�「common」はどのような
アプリですか？

　「common」は、東急株式会社が提
供する地域コミュニティアプリです。
住民同士が自由に情報交換できる場と
して設計されており、利用者は自分が
所属するエリアを登録して、そのエリ
ア内の投稿を閲覧・投稿できます。武
蔵野市では、吉祥寺・武蔵境・三鷹の
３つのエリアが設定されており、エリ
アごとに情報が分けられるため、地域
密着型の情報発信が可能です。特徴と
して匿名での投稿が可能で、スポット
機能により写真と位置情報を組み合わ
せて地図上に掲載でき、視覚的に分か
りやすいコンテンツを作成できます。
今回の試行では、このcommonのパブ
リックアカウントを市が公式に運用し、
市民へリアルタイムな情報を届けるこ
とを目的としました。（図表4-1）

図表4-1 市のパブリックアカウント
のアイコン（CIOがモチーフ）

Q�なぜ他の SNS ではなく
「common」を選んだので
しょうか？

　選定理由は大きく３つあります。第
一に、エリアを限定した地域密着型の
プラットフォームであるため、武蔵野
市内に住む方々と武蔵野市に関心のあ
る方々に直接情報が届きやすく、住民
のリアルな声を拾いやすい点です。第
二に、すでに登録済みの利用者が存在
し、ゼロからフォロワーを集める手間
が不要だったことです（そもそも
commonはフォロワーという概念がな
い）。実際に東急株式会社の2025年８
月時点の調査で武蔵野市内だけで約
５千人の登録者が増加しているという
データがあり、初回投稿から一定数の
閲覧者に情報を届けられる環境が整っ
ていました。第三に、スポット機能が
備わっているため、写真付きで場所を
示す情報がマップ上に即座に反映され、
視覚的に分かりやすい広報が可能にな
る点です。

Q�「common」の運用はどの
ように行われましたか？
（運用ポリシー・手順）

　運用は関係各課と協議のうえ、専用
の運用ポリシーを策定しました。投稿
前に生成AI（Zevo）によるネガティ
ブチェックを実施し、不適切表現が含
まれないか自動的に検証します。具体
的な手順は次の４ステップです。①
チームメンバーが投稿内容を検討し、
必要に応じて主管課と内容確認を行う。
②Zevoでネガティブチェックを実施。
③副市長（CIO）に決裁を依頼する。
④パブリックアカウントから投稿。実

質の決裁を副市長（CIO）に一本化す
ることで決裁プロセスを迅速化して、
投稿頻度を高める体制を整えました。

（図表4-2）

図表4-2 投稿に係るステップ。投稿
頻度を増やすためになるべく決裁ルー
トを簡略化。

Q�試行期間中に実際に投稿し
た内容はどのようなもので
すか？

　まず「アカウント紹介」として、期
間限定の公式アカウントであることと

「市民目線」で情報を届ける趣旨の投
稿をしました。それ以降は各課の業務
紹介として、ケアリンピックや携帯ト
イレの配布など、市民サービスに関わ
る取組みを取り上げました。さらに、
市民の生活に密着したコンテンツとし
て、市役所の屋上から見える夕日、旧
赤星邸、中央高架下公園などを紹介し
て、写真とともに現地の様子をレポー
トしました。最後には、今後の情報発
信に関するアンケートを実施し、良
かった投稿やその理由・知りたいテー
マやアカウントの改善点などの情報を
収集しました。

Q�投稿の反応はどのように分
析し、どんな結果が出まし
たか？ 

　反応は「閲覧数（インプレッション）」

武蔵野市 CIO 直轄 
DX 推進プロジェクト

チーム１「●●●●●●●●●●」
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●

武蔵野市 CIO 直轄 
DX 推進プロジェクト

チーム４「地域 DX 推進チーム」
産業振興課　小川 菜摘 ／ 防災課　高橋 啓悟 ／ 高齢者支援課　伊藤 雪乃 
健康課　外間 愛梨 ／ 吉祥寺保育園　坂本 美桜

市民目線の情報発信で、よりリアルな 
武蔵野市の「今」を市民に届ける
　チーム４は市民目線の情報発信を通じて、行政目線だけでなく、市民に身近で自分事として感じること
ができる SNS 発信を目指した
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「ありがとう数」「リアクション数」「コ
メント数」の４指標で測定し、これら
を合計した数を閲覧数で割った「反応
率（エンゲージメント率）」を算出し
ました。結果として、イベントや現地
体験に関する投稿（例：夕日、MUFJ
パーク、プロジェクトメンバーが現地
で撮影したレポート）は、反応率が
30 % 前後と高く、特に写真とストー
リー性があるコンテンツはユーザの関
心を強く引いていました。一方で、行
政手続きや制度案内といった情報提供
型の投稿の閲覧数は反応率が 1 %〜
2 % と低く、実際の行動喚起にはつ
ながりにくいことが分かりました。ス
ポット機能で地図に表示した投稿は閲
覧数が取得できないため、今回の定量
分析には含めませんでしたが、定性的
には利用者同士の交流が活発であるこ
とが確認できました。（図表4-3）

図表4-3 投稿へのインプレッション�
（投稿者のみ確認可能）

図表4-3 投稿への反応（どのユーザ
からも確認可能）

Q�市民から寄せられた意見や
感想はどんなものですか？

　アンケートでは主に２種類の意見を
いただきました。第一に「市民目線の
情報発信」として、X（旧Twitter）
や Instagram よりも柔らかく、特に
公園や夕日の紹介が身近に感じられた
という声が多く、親しみやすさを感じ
ていただけたと思います。第二に「実
際に足を運ぶきっかけになった」とい
う点で、投稿された写真を見ることで
イベントの雰囲気が伝わり、旧赤星邸
やMUFJパークなど、実際に現地へ

足を運んだという具体的なコメントも
いただきました。以上から、common
による投稿が単なる情報提供ではなく、
地域住民の行動を促すきっかけを提供
するコンテンツとしての価値が実証さ
れたと考えています。（図表4-4）

Q運用上の課題と改善点は何
ですか？

　課題は大きく２点あります。まず、
画面に表示される冒頭４行だけがユー
ザーの目に入るため、タイトルや概要
の書き方が閲覧数に直結します。また、
見出しに絵文字や短く分かりやすい表
現を入れるなど、視覚的に引きつける
工夫が必要です。次に、Zevo でのネ
ガティブチェックは安全性を確保でき
ますが、文体が硬くなりやすく、結果
として市民との距離が生まれる傾向が
見られました。柔らかく温かみのある
表現を残すため、AIチェック後の人
手による微調整も重要と考えています。
さらに、コメントへの返信を行わない
運用だったため、一方通行になりやす
く、commonの利点が十分に活かせま
せんでした。そこで、スタンプや簡易
リアクションでの双方向コミュニケー
ションを取り入れ、投稿頻度は週1〜
2回が最適と考えました。

Q今後の展望と具体的な展開
案は？

　今回運用したアカウントは令和８年
２月をもって終了となります。ただし、
仮に今後commonでパブリックアカウ
ントを運用する場合、以下のような運
用方針が考えられます。
　まずはパブリックアカウントを全庁

で１つに統一し、各課の担当者が自由
に投稿できる体制を整えます。複数の
パブリックアカウントが乱立すると発
信数が減少し、認知度が低くなるリス
クがあるため、公式アカウントを市の
ホームページ等でも告知し、利用者へ

広く周知させます。決裁フローは今回
副市長に最終決裁権を一本化したよう
にシンプルな流れに簡略化し、スピー
ディーかつ安全に情報を発信できるよ
うにします。投稿内容は行政情報とい
うよりも、市民の生活に密着した写
真・スポット紹介を中心に、タイトル
や見出しの工夫、柔らかく親しみやす
い情報発信を心掛けると良いかもしれ
ません。また、ホームページでcom-
monを周知することで、これから武
蔵野市に住む人や武蔵野市に関心のあ
る人が武蔵野市の魅力を感じることが
できるコンテンツになっていくと考え
ています。最終的には、市民が自ら地
域に関心を持ち、行動へとつながる持
続可能なプラットフォームとして

「common」が定着していくと考えて
います。

武蔵野市 CIO 直轄 
DX 推進プロジェクト

チーム１「●●●●●●●●●●」
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●

武蔵野市 CIO 直轄 
DX 推進プロジェクト

チーム４「地域 DX 推進チーム」
産業振興課　小川 菜摘 ／ 防災課　高橋 啓悟 ／ 高齢者支援課　伊藤 雪乃 
健康課　外間 愛梨 ／ 吉祥寺保育園　坂本 美桜

図表4-4　最終アンケートのご意見一覧（一部抜粋）
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情 報 政 策 課 よ り

　CIO 直轄 DX 推進プロジェクトに参加された皆さん、本当に

お疲れさまでした！

　日々の忙しい業務の合間に、新しいことにチャレンジするの

は決して簡単なことではありませんし、壁にぶち当たると、投

げ出してしまいたくなるかもしれません。でも、皆さんが粘り

強く取り組んだことで DX は着実に前進しました。努力を重ね

たメンバーと温かく送り出してくださった所属部署の皆様に感

謝いたします。

　皆さんの今後の活躍が武蔵野市の未来を支える力になると信

じています。


